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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する

＜連絡事項＞

· 本日17：30より法人研修実施。昨日参加していないスタッフは参加する事。

　　場所：青南病院　４階　メモリアルホール
　　内容：「ＫＹ（危険予知）の意識を高めよう」
· 2/6（金）プロセスレコードの研修実施。参加スタッフは下舘SGMに連絡、明日までに規定の書式に記入して提出する事。

· 2/6（金）下舘SGM出張のため不在。当日は中居JGMが代行。
· 接遇委員会より、身だしなみチェック実施依頼あり。各自記入する事。
＜外来患者様情報＞

・下妻　康貴　様～日曜日は仕事が休みだったが、雪かきの為出社し、月曜日が代休になったと報告している。処方を2週間分欲しいと話しており、理由を尋ねると「親と昼食を食べに行くかもしれないから」と話している。

・松川　順子　様～具合が悪くなる事があるが、自分で休み対処する事が出来ているとの事。今週からデイケア利用を増やす事については、「不安だけどやれると思う」と話している。

・高橋　幸雄　様～来週から仕事を行う事になったと報告している。本日より処方が2週間となり、外来受診が隔週となるとの事。担当医より体調不良時は外来を1回/週に変更する事、定期受診日でなくても受診するよう伝えている。

・種本　サハ　様～他者にお金をあげようとした行為について、担当医より今後は行わないよう伝えている。腰痛の為、ナパゲルン軟膏処方となっている。

・上川原　豊　様～本日通所でレクダンスを行った事で、「左膝が痛くなった」と報告している。

・澤　　昌利　様～右足のウオノメについて、スピール膏の使用方法を説明しているが、本人理解が乏しい様子あり。デイケアに情報提供し、再度説明を行っている。

・清水　泰雅　様～本日は10：30に来所したと報告している。手・肘のあかぎれは無いとの事。
＜利用者様情報＞

・駒木　学　様～本人より「テーブルの模様が動いているように見える」との訴えあり、プログラム中もじっと顔をしかめている様子伺える。また、以前交際を求めていた晴山美智子様や、晴山様の相談相手であった大久保恒夫様も本日来所しているが、トラブルはなく、お互い何事もなかったかのように挨拶をしている。

⇒先週の利用時、「疲れはしないが、緊張した」と訴えがある為、疲労の確認や帰宅前に1日の振り返りを行っていく。また、対人関係に関してトラブルの可能性も考えられる為、引き続き様子観察して行く。
・宮　陽子　様～本日、本人より架電あり、母様の見舞いの為欠席したいと話している。ケア会議の内容（利用日は欠席する場合も一度は来所すること）を踏まえ、一度来所するよう、私用は利用日以外に予定するよう伝えると、「雪かきもやらなきゃ駄目だし、母の見舞いにも行かなきゃ駄目で忙しいんです。わかりましたね」と感情的に話し、一方的に電話を切っている。関係機関には情報提供を行っている。

⇒来所時、担当スタッフと振り返りを行い、今後のデイケア利用の必要性について再度話し合いを行っていく。また、電話対応をするスタッフは本人が欠席すると訴えた場合でも、一度来所するよう伝える事としている。

・横町　浩　様～本日来所時より「具合が悪い」との訴えあり。体温37.2℃で悪寒も訴えている為、本日は早めに帰宅し、自宅で静養するよう説明している。「明日、具合悪かったら休む」と話している為、欠席の場合には連絡するよう伝えている。

・清水　秋男様～昨日15時腹痛を訴えていたため、バイタル測定実施。血圧120/80mmHg、脈拍80回/分、体温35.4℃。夕食はほぼ全量摂取しており、腹痛の訴えは聞かれない。本日来所時腹痛について尋ねると、「大丈夫」と話している。

・高橋　洋子様～特定メンバーに対して強い口調で話す事あり、スタッフ介入している。最近強い口調で話す事が目立っているので、トラブルの無いよう注意して観察を行い、適宜スタッフから他者への話し方について声掛けして行く。

・種本　サハ様～本日も腰痛を訴え欠席。外来受診後帰宅すると連絡あり。本人は「腰が痛くて、死にそう」と訴えている。担当医に相談するよう伝えており、関係機関に情報提供する事としている。

・其田　淑子様～本人より架電あり。休むつもりで電話したとの事であったが、スタッフが来所を促すと拒否なく来所している。電話で来所時はタクシー使わず、徒歩で来所するよう伝えており、本人も徒歩で来所したと話している。その後他メンバーより、タクシーで来ていたとの情報あり、本人に確認すると、タクシーで来たとの事。金銭管理の必要性を伝え、今後は徒歩で来所するよう伝えている。









